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研究 

主題 

学びを生かし、主体的に問題を解決しようとする児童の育成 

－理科の見方・考え方を働かせながら、発想する力を高める授業を通して－ 

 

第５学年理科学習指導案 

  指導月日 令和７年 10 月 22 日  

所属校名 名取市立愛島小学校  

  氏名   六部 心悟      

 

１ 単元名「ふりこのきまり」（東京書籍 新しい理科５） 

 

２ 単元の目標  

(1) 振り子が１往復する時間は、おもりの重さなどによっては変わらないが、振り子の長さによって

変わることを理解することができる。                    〔知識及び技能〕 

(2) 振り子の運動の規則性について追究する中で、振り子が１往復する時間に関係する条件について

の予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現することができる。〔思考力、判断力、表現力等〕 

(3) 振り子の運動についての事物・現象に進んで関わり、粘り強く、他者と関わりながら問題解決し

ようとしているとともに、学んだことを学習や生活に生かそうとする。 

「学びに向かう力、人間性等」 

 

３ 単元観 

本単元は、第３学年「Ａ（２）風とゴムの力の働き」の学習を踏まえて、「エネルギー」についての

基本的な概念等を柱とした内容のうちの「エネルギーの捉え方」に関わるものであり、第６学年「Ａ

（３）てこの規則性」の学習につながる単元である。本単元は、主として「量的・関係的」な視点で

捉えることが必要になる。そうしたときに、児童は振り子が１往復する時間と、時間に関わる要因に

着目して活動を行う。音楽に合わせて振れる振り子を作り、振り子の振れ方について問題を見いだし､

ブランコなどを使った生活経験を基に振り子を学ぶ有用性を実感できる単元である。振り子が１往復

する時間に関わる要因（振り子の長さ）に着目し、これらの条件を意図的に制御しながら、振り子の

運動の様子の違いを比較し、理解を深める探究的な学習活動が核となる。具体的には、振り子が１往

復する時間に着目して、おもりの重さや振り子の長さ、振れ幅などの条件を制御しながら、振り子が

１往復する時間を変化させる条件を調べる。これらの活動を通して、観察、実験などに関する技能を

身に付けるとともに、振り子が１往復する時間は、おもりの重さなどによっては変わらないが、振り

子の長さによって変わることを捉えるようにする。本単元において、理科の考え方（比較・関係付け・

条件制御）を働かせながら予想や仮説を立て、それに基づいて解決の方法を考え、結果から考察する

という問題解決の過程を通して、児童の資質能力の向上を目指す。また、単元末においては､本研究の

主題である児童自身が単元内で得た既習事項を基に新たな課題を発想し、予想や仮説、解決への方法

を発想し、解決する力を育むことがねらいである。 

 

４ 児童（生徒）の実態［第５学年３組 30 名］ 

 本単元の指導に生かすために、理科の学習に関する意識調査を実施し、授業実践Ⅰを行う前の５月

と授業実践Ⅰを行った後の 10 月の結果を比較した。 

【質問内容】 

（ア）身の回りのことで「なぜ？」「どうして？」と思うことがありますか？  

（イ）その問題について自分で予想することがありますか？ 
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（ウ）その問題について自分で実験の計画を立てたことがありますか？ 

（エ）実際に自分で計画した実験をしたことがありますか？ 

（オ）「変える条件」「変えない条件」を考えて実験をしたことがありますか？ 

（カ）単元が終わったあとに「なぜ？」「どうして？」と思うことがありますか？ 

（キ）理科の学習は好きですか？ 

 

５月 23 日実施（ｎ＝29）              10 月２日実施（ｎ＝30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学級の児童は、新学期当初（５月）には身の回りの事象に疑問を持つ児童は約７割にとどまり、

「自分で予想する」「自分で実験計画を立てる」「自分で計画した実験を行う」ことには消極的であっ

た。しかし、単元末において児童自身が単元内で得た既習事項を基に新たな課題を発想し、予想や仮

説を立て、解決する活動を積み重ねることで、８月の調査では身の回りの事象に疑問を持つ児童は約

９割に増加し、「自分で予想する」「自分で実験計画を立てる」「自分で計画した実験を行う」項目につ

いても、全て増加した。 

 ５年生で主に働かせる考え方である条件制御については、５月には８割近い児童が否定的な回答を

していたが、10 月には８割の児童が肯定的な回答になり、児童自身の中に理科の考え方の視点が育ま

れていると考えられる。また、単元終了後に「なぜ？」「どうして？」と既習事項を基に新たな課題を

発想する児童が４割から９割に増加し、主体的に学びを深めようとする態度が育っていると言える。 

 理科への興味関心については、肯定的に答える児童が５月の約７割から、10 月には 10 割へと増加

していることから、本研究活動を通して理科への興味関心が大きく高まっている。以上のことから、

本学級の児童は、以前は自ら課題を発想し予想や仮説を立て実験を計画することに否定的な傾向が見

られていたが、本研究の取組の中で、問題解決の過程を理解し、主体的に問題解決に向かう力が高ま

りつつあると言える。今後も、児童自身が単元内で得た既習事項を基に、単元末に新たな課題を発想

する場を意図的に設け、予想や仮説、解決への方法を発想し､解決する力を育成していきたい。 

 

５ 指導観 

本単元では、振り子が１往復する時間に関わる条件に着目し、児童が発想した新たな課題に対して、

児童自身が条件を制御しながら確かめ、振り子が１往復する時間と条件の関係について捉えさせるよ

うにする。また、実験を行う際には、児童自身が変える条件と変えない条件を考え、話し合い、実験

計画に反映させる活動を行う。さらに、他者と協働して学習を進めることで、考えを検討し、より妥

当な考えをつくりだすことを重視する。令和７年度全国学力・学習状況調査、小学校理科大問３（３）

では、条件制御に関する問題が扱われており、全国正答率 62.2％に対して、本校第６学年は、大きな

かい離は見られない。しかし、担当する第５学年では、前述したように、条件制御に関する意識が高

くないため、本研究を通して条件制御を含めた理科の見方・考え方を働かせながら資質能力を育成す

る。また、小学校理科大問３（４）では、既習事項を基に新たな問題を見いだす問題が取り扱われて

おり、全国正答率 29.9％に対して、本校第６学年は課題が見られる。本校の抱える課題に対し、本研
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究が理科の見方・考え方を働かせたり、解決の方法を発想したりする力を高める学習指導の改善・充

実に寄与するものと考える。また、児童が既有の知識を統合・活用しながら、新たな課題を発想し、

探究していく学習指導においては、本校校内研究でも何度か検討されたが、実施に踏み切れていない

現状がある。そこで本研究において単元末に児童自身が単元内で得た既習事項を基に新たな課題を発

想し、予想や仮説を立て、解決する活動を行う活動を積み重ねることで、単元を通して「もっと知り

たい」「もっと試したい」といった、主体的に問題を解決しようとする児童を育成する。これにより、

理科の見方・考え方を働かせながら問題解決の過程を主体的に進める力を育成する。 

 

６ 研究主題との関連 

本研究では、児童自身が既習事項を基に新たな課題を発想し、解決する力を育むことをねらいとし

ている。そのねらいに迫るために、以下のような手立てを講じる。 

(1)単元末における課題設定・解決の場の設定 

児童が単元で得た知識を統合・活用し、自ら新たな問題を見いだし、その解決に向けて探究活動を

行う場を意図的に設ける。これにより、既習事項を「生きた知識」として活用する機会を創出し、主

体的な問題解決能力の育成を図る。 

(2)児童が既習事項を基に新たなアイディアや価値観を創造する、教師のファシリテーション 

児童が新たなアイディアや価値観を創造するよう、教師が発問や問いかけを精選することで、児童

の思考を整理させ、疑問の発想を支援する。 

(3)ワークシートを活用した条件制御の指導 

実験計画を立案する際に用いるワークシートに「変える条件」「変えない条件」を明記させ、児童同

士で話し合わせる機会を設ける。その際、教師は「変える条件は１つに絞り、その具体的な内容を記

述すること」といった具体的な指示を与えることで、条件制御の概念に対する明確な視点を与え、理

科の見方・考え方の基礎を培う。 

 

７ 単元の指導と評価の計画 

(1) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①振り子が１往復する時間は、

おもりの重さなどによって

は変わらないが、振り子の長

さによって変わることを理

解している。 

②振り子の運動の規則性につ

いて、実験などの目的に応じ

て、器具や機器などを選択し

て、正しく扱いながら調べ、

それらの過程や得られた結

果を適切に記録している。 

①振り子の運動の規則性につ

いて、予想や仮説を基に、解

決の方法を発想し、表現する

などして問題解決している。      

②振り子の運動の規則性につ

いて、実験などを行い、得ら

れた結果を基に考察し、表現

するなどして問題解決して

いる。     

①調べる方法や実験結果など

を友達と互いに伝え合いな

がら、振り子の性質につい

て、興味・関心を持とうとし

ている。 

②振り子の運動の規則性につ

いて学んだことを学習や生

活に生かそうとしている。 
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(2) 単元の全体計画（９時間扱い 本時８／９） 

時 主たる学習活動 評価規準 記録 評価方法 

１ ・振り子を作って、曲のテンポ

に合わせてみる活動を通し

て、振り子の振れ方について

問題を見いだす。 

・振り子の１往復する時間は、

何によって変わるのか予想す

る。 

思 疑問に思ったことから、いろいろな

振り子の差異点や共通点を基に、振り

子の振れ方について問題を見いだし、

表現している。 

 発言分析 

記述分析 

２ 

３ 

・振り子の１往復する時間が何

によって変わるかを調べる方

法を考える。 

・振り子の長さを変えて、振り

子の１往復する時間が変わる

かを調べる。（実験１） 

知 振り子の長さと振り子の１往復する

時間との関係について、実験を行い、

得られた結果を適切に記録している。 

態 調べる方法や実験結果などを友達と

互いに伝え合いながら、振り子の性質

について、興味・関心を持とうとして

いる。 

 

 

 

◎ 

発言分析 

行動観察 

記録分析 

４ 

 

・おもりの重さを変えて、振り

子の１往復する時間が変わる

かを調べる。（実験２） 

知 おもりの重さと振り子の１往復する

時間との関係について、実験を行い、

得られた結果を適切に記録している。 

 行動観察 

記録分析 

５ ・振り子の振れ幅を変えて、振

り子の１往復する時間が変わ

るかを調べる。（実験３） 

知 振り子の振れ幅と振り子の１往復す

る時間との関係について、実験を行い、

得られた結果を適切に記録している。 

 行動観察 

記録分析 

６ ・実験結果を整理し、振り子の

きまりについて考え、まとめ

る。 

思 振り子の１往復する時間のきまりに

ついて、得られた結果を基に考察し、

表現している。 

知 振り子が１往復する時間は、おもり

の重さなどによっては変わらないが、

振り子の長さによって変わることを理

解している。 

 

 

 

◎ 

発言分析 

記述分析 

７ ・１秒で１往復する振り子を作

る。 

 

態 振り子のきまりについて学んだこと

を生かして、１秒で１往復する振り子

を意欲的に作ろうとしている。 

 発言分析 

行動観察 

 

８ 

 

本 

時 

・振り子が１往復する時間に関

わる条件について、児童自身

が、問題や仮説の設定、実験計

画の立案を行う。 

思 予想や仮説を基に、条件を制御しな

がら、実験計画を発想し表現している。 

◎ 

 

 

 

発言分析 

記述分析 

９ ・振り子が１往復する時間に関

わる条件について、実験を行

い、実験結果から考察し発表

を行う。 

思 実験を行い、得られた結果を基に考

察し、表現している。 

態 調べる方法や実験結果などを友達と

互いに伝え合いながら、振り子の性質

について、興味・関心を持とうとして

いる。 

 

 

◎ 

発言分析 

行動観察 

記述分析 
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８ 本時の計画 

(1)  目標 

予想や仮説を基に、条件を制御しながら、実験計画を発想し表現することができる。【思・判・表】 

(2)  本時の指導に当たって 

 次の２つの取組から、本時の目標に迫りたい。 

 １つ目は、児童自らが予想や仮説を設定するための教師のファシリテーションの工夫である。単元

で得た既習事項の定着を高めるために、本時の導入段階での既習事項の確認を徹底したり、キーワー

ドを黒板上に示したりする。また、単元計画を振り返る中で、児童が新たに疑問に思ったことや試し

てみたいことを出させる。その際に「既習事項を受けての問題や仮説の設定であること」「実証可能か

どうかは現時点で考えなくてよいこと」を伝え、教師の説明を必要最小限にとどめることで児童の柔

軟な発想を妨げないようにしたい。また、最初に個人で課題を書いた後、グループで話合いをし、他

者の意見を取り入れながら課題を発展させる。 

 ２つ目は、ワークシートを活用した条件制御の指導の工夫である。立案した実験計画が環境設備面

も含めて実証可能であるかを考えさせ、科学的な問題解決について理解を深めさせる。その際、ワー

クシートに「変える条件」「変えない条件」を明記させ、児童同士で話し合わせる機会を設ける。また、

変える条件を焦点化させるなど教師がファシリテートすることで、条件制御に対する視点を与えるよ

うにする。最後に条件制御チェック欄を用いることで、児童自身が出来上がった条件制御を客観的に

見直し、修正する機会も持たせる。 

 

(3) 指導過程  

段

階 

学習活動 

○主な発問・指示 

◆予想される児童の反応 

形

態 
指導上の留意点 評価 

導

入 

５ 

分 

１ 既習事項を確認する。 

○これまでの３つの実験の変える条件に

はどのようなものがありましたか。 

◆振り子の長さ。おもりの重さ。振れ幅。 

○１往復する時間は、何の条件によって変

わりますか。 

◆振り子の長さ。 

○１往復する時間に影響がない条件は何

ですか。 

◆おもりの重さ。振れ幅。 

○振り子の長さと１往復する時間にはど

んな関係がありましたか。 

◆振り子の長さが長いほど、１往復する時

間は長くなる。 

一

斉 

◎前時までに学習したことを想起さ

せ、本時の活動につなげる。また、

キーワードを黒板上に示し、児童が

常に既習事項を確認できるようにす

る。 

◎語句だけではなく、規則性について

も問い、既習事項の更なる定着を図

る。 

 

 

 

 

 

展

開 

38 

分 

 

 

 

２ 本時の課題を確認する。 

○この単元でプロジェクトを作ってみま

しょう。 

 

 

３ 既習事項を基に更に実験してみたい

ことを書く。 

一

斉 

 

 

 

個

人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふりこプロジェクトを作ろう。 
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展

開 

38 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１往復する時間は振り子の長さによっ

て変わり、おもりの重さや振れ幅によっ

ては変わらないことが分かりましたね。 

○振り子のしくみについて更に実験して

みたいことを書いてみましょう。 

◆ひもの長さをもっと長くしたら本当に

１往復に掛かる時間は長くなるのかな。 

◆ひもの種類を変えたらどうなるんだろ

う。 

◆おもりの材質を変えても同じ重さなら

同じ１往復の時間になるのかな。 

 おもりを粘土で作って、形を変えたらど

うなるかな。 

◆振り幅の角度をもっと急にしてみたい。 

◆ひもの長さとひもの種類を変えて、１往

復する時間を計ってみたい。 

○書いたことを班で話し合ってみましょ

う。 

◆その考え面白いね。 

４ 班で調べるテーマを決め、予想をす

る。 

○調べるテーマを１つに絞り、予想をしま

しょう。 

◆どっちのテーマもやってみたいね。 

◆このテーマだと愛島小学校での実験は

難しそう。 

◆これは習ったこととは関係があまりな

いんじゃないかな。 

◆学校にある器具でできるかな。 

５ 実験方法を考える。 

○実験方法を考えましょう。 

○条件チェック欄を使って確認しながら

計画を立てましょう。 

◆変える条件と変えない条件は何かな。 

◆○○を準備した方がいいと思う。 

 

 

 

 

６ 全体で考えを共有する。 

○プロジェクトを他の班にも説明しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

 

 

 

 

◎既習事項を受けての新たな疑問であ

ることを確認する。 

◎実験可能かどうかは現時点で考えな

くてよいことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

◎誤答例（変える条件が２つになって

いる） 

◎ワークシートの条件チェック欄を確

認させる。 

 

◎友達の意見は付け足してよいことを

伝える。 

◎調べるテーマはその後に実験計画が

立案できるもので、環境設備も含め

て実現可能であることを確認する。 

◎実現可能かどうか迷っている場合に

は、理科室の器具一覧等を参考にさ

せる。 

 

 

◎実験計画には、条件制御や実験手順

も書くことを伝える。 

◎条件制御の変える条件は一つである

ことを確認する。 

◎条件チェック欄で「いいえ」が付い

た項目については修正を行うよう伝

える。 

◎机間指導をし、予想や仮説に正対し

た実験計画や条件制御の視点を与え

る。 

◎オンライン授業支援ソフトに提出さ

せた班のワークシートを大型モニタ

ーに映し、全体で考えを共有する。 

◎各班に自分たちのプロジェクトにつ

いて説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発言 

記述 
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終

末 

２ 

分 

７ 次時の予告をする。 

○それぞれが作ったプロジェクトを次は

実際にやってみましょう。 

一

斉 

◎活動の振り返りを行い、次回は実  

 験を行うことを確認する。 

 

 

 

(4) 本時の評価 

評価項目 評価規準 十分満足できる（Ａ） 努力を要する児童への手立て（Ｃ） 

思考・ 

判断・ 

表現 

予想や仮説を基

に、条件を制御し

ながら、実験計画

を発想し表現する

ことができる。 

本単元内で学んだ既習事項

を明記して問題や仮説を設

定し、変える条件１点と変

えない条件を制御しなが

ら、実験計画を立てて表現

することができる。 

 黒板のキーワードを参考させて既習

事項を振り返らせる。観察・実験を

行ってきた中で、疑問に思ったこと

や新たに試してみたいことを、対話

を通して発想させる。また、条件チ

ェック欄を使って変える条件を明示

することで、条件制御の視点を与え

る。 

(5)  準備物 

① 教師：教科書、タブレット端末、大型モニター 

② 児童：教科書、タブレット端末、ワークシート 

(6) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ふりこプロジェクトを作ろう。 

【これまでに学んだこと】 
１往復する時間は 
（ふりこの長さ）によって変わる。 
（おもりの重さ）や（ふれはば）によっては変わらない。 
 

ふりこの長さが（長いほど、） 
１往復する時間は（長くなる。） 

（条件チェックらん） 
①「変える条件」は１つだけですか？ 
②「変える条件」の（ ）の内容は正しい

ですか？ 
③「変えない条件」に必要なものはすべて

書きましたか？ 
④愛島小学校にあるもので実験できます

か？ 
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（実験してみたいこと） 

（班で決めた実験） 

変える条件：         （          ） 

変えない条件： 

 

（予想）             （理由） 

（  ）班 

名前（           ） 

①「変える条件」は１つだけですか？          （はい・いいえ） 

②「変える条件」の（  ）の内容は正しいですか？   （はい・いいえ） 

③「変えない条件」に必要なものはすべて書きましたか？ （はい・いいえ） 

④ 愛島小学校にあるもので実験できますか？        （はい・いいえ） 

プロジェクトシート 

（実験方法） 


